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日時：平成３０年 ８月 ２日（木） １０：００～ 

場所：和歌山河川国道事務所 ５Ｆ ５０１・５０２会議室 

 

議事次第 

１． 開会 

 

２． 挨拶（ 和歌山河川国道事務所 小澤所長 ） 

 

３．議題 

（１） 規約の改訂                資料１ 

             別表１ 

（２）渋滞対策協議会検討経緯             資料２ 

（３）主要渋滞箇所の解除について           資料３ 

（４）主要交差点の課題箇所と対策            資料４ 

（５）観光地における交通状況と対策案     資料５  

 

４．参考資料 

最近の交通円滑化等の取組み          参考資料 

  

４．閉会（ 和歌山県 県土整備部 道路政策課 楠見課長 ） 
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資料１

和歌山県道路交通渋滞対策協議会規約
(名称）

第１条 本会は、「和歌山県道路交通渋滞対策協議会」（以下「本協議会」という。）と称する。

（目的）

第２条 本協議会は、和歌山県内の道路交通渋滞について、関係機関の連携による検討体制を整え、

課題の状況を継続的に把握・共有し、効果的な渋滞対策の推進を図ることを目的とする。

（組織）

第３条 本協議会は、別表１の「和歌山県道路交通渋滞対策協議会委員」によって組識する。

２．本協議会は、必要があると認めるときは、他の機関の関係者等の出席を求めること

ができる。

（所掌事務）

第４条 本協議会は、第２条の目的を達成するため、次の事務を所掌する。

（１）道路交通渋滞に関する情報収集、データ整理、分析。

（２）主要な渋滞箇所の特定及び、その対策の検討。

（３）その他、本協議会の目的達成に必要な事項。

（役員）

第５条 本協議会に次の役員を置く。

会長 1名
副会長 1名

２．会長は、本会議会を代表し、会務を統括する。

会長は、国土交通省近畿地方整備局和歌山河川国道事務所長をもってあてる。

３．副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代行する。

副会長は、和歌山県県土整備部道路政策課長をもってあてる。

（協議会の開催）

第６条 本協議会は、必要に応じ会長がこれを招集する。

（事務局）

第７条 本協議会の事務局は、国土交通省近畿地方整備局和歌山河川国道事務所計画課及び、

和歌山県県土整備部道路政策課に置く。

（その他）

第８条 以上のほか、本協議会の運営に必要なことは委員が協議して定める。

（付則）この規約は、平成 ６年 ９月 ７日から施行する。

この規約は、平成１８年 ７月１３日一部改訂

この規約は、平成２４年 ８月２０日一部改訂

この規約は、平成２５年 ６月２６日一部改訂

この規約は、平成２８年 ７月１５日一部改訂

この規約は、平成２９年 ８月 ３日一部改訂

この規約は、平成３０年 ８月 ２日一部改訂



別表１

和歌山県道路交通渋滞対策協議会委員

所 属 機 関 名 役 職

和歌山県警察本部 交通規制課 課 長

国土交通省 近畿地方整備局 和歌山河川国道事務所 所 長

国土交通省 近畿地方整備局 紀南河川国道事務所 所 長

国土交通省 近畿地方整備局 道路部 道路計画第二課 課 長

国土交通省 近畿運輸局 和歌山運輸支局 支 局 長

西日本高速道路㈱ 関西支社 和歌山高速道路事務所 所 長

和歌山市 都市建設局 道路河川部 道路政策課 課 長

和歌山県道路利用者会議 副 会 長

（公益社団法人和歌山県バス協会） （会 長）

公益社団法人和歌山県トラック協会 副 会 長

公益社団法人和歌山県観光連盟 副 会 長

一般社団法人和歌山経済同友会 事 務 局 長

和歌山県 県土整備部 道路政策課 課 長

和歌山県 県土整備部 道路保全課 課 長

一般社団法人和歌山県タクシー協会 会 長

一般社団法人和歌山県ハイヤー・タクシー協会 専 務 理 事

和歌山県個人タクシー協同組合 副 理 事 長



和歌山県道路交通渋滞対策協議会和歌山県道路交通渋滞対策協議会

資料-２

渋滞対策協議会検討経緯

平成３０年度
第１回和歌山県道路交通渋滞対策協議会資料



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

○「今後の高速道路のあり方中間とりまとめ(高速道路のあり方検討有識者委員会、平成23年12月)」において、効率性を阻害する渋滞ボ
トルネック対策の重要性が指摘されたこと

○社会資本整備審議会道路分科会基本政策部会においても、渋滞対策を含め、道路利用の適正化が議論されていること
○民間プローブデータが容易に取得可能となるなど、交通実態の観測環境に大きな改善が見られること

渋滞対策の方針

課題の状況を継続的に把握・共有するとともに、新たな交通観測データの分析等
により効果的な渋滞対策の推進に取り組む

渋滞対策検討の経緯

1.渋滞対策協議会の検討経緯について
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和歌山県道路交通渋滞対策協議会 3

主要渋滞箇所

素案箇所
６３ 箇所

阪神圏中心部 １９箇所
全国ネットワーク ４４箇所

高速道路

追加意見
４８ 箇所

阪神圏中心部 ２５箇所
全国ネットワーク ２３箇所

選定
６３箇所（うち和歌山県１１箇所）

６ 箇所

最新のデータ・現地の状況により確認
道路管理者や事業者等からの意見

５７ 箇所

2

一般道

素案箇所
７１箇所

追加意見
５５箇所 追加

２.主要渋滞箇所の選定

選定
９１箇所（うち和歌山市内５３箇所：約6割）

４０ 箇所５１ 箇所

最新のデータ・現地の状況により確認
道路管理者等からの意見



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 3



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 4

【主要渋滞箇所解除フロー】
◆主要渋滞箇所の特定の解除は、以下のフローに従い検討。

（※３） 当初設定した条件を満たし、全方向でピーク時の速度が20km/h以上をクリアした交差点を対象。

◇平成２９年度 解除箇所
・南門橋西詰交差点（R371）

主要渋滞箇所（９０箇所）

主要渋滞箇所解除の経緯



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 5

和歌山県

地域の主要渋滞箇所 （一般道）



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 6

箇所名
延時

狐島

御膳松
紀の川大橋北詰
気象台前
延時

次郎丸

大谷
鳴滝
六十谷
六十谷駅前
梶取
北島

北島橋北詰
直川南
六十谷鉄橋北
六十谷橋北詰
紀の川大堰南詰
地蔵の辻
中之島
嘉家作丁
地蔵の辻

有本
出島
田井之瀬
元寺町５丁目
北新橋西詰

田中町

太田
太田東第一
花山西

花山

和歌山インター南口
日前宮前

神前
岡崎団地西口
かまやま駅北
三田小学校北西

昭和通り

小雑賀
三葛橋南
和歌浦
医大病院前

紀三井寺

マリーナ入口
布引

川辺

川辺橋北詰
川辺橋南詰
船戸
備前

和歌山阪南線

（和歌山市延時付近～和歌山市男野芝丁付近）

2

市道～粉河加太線
（和歌山市延時付近～和歌山市六十谷付近）

3
新和歌浦梅原線
（和歌山市狐島付近～和歌山市北島付近）

4

小豆島船所線～有功天王線～市道
（和歌山市直川付近～和歌山市中之島付近）

鳴神木広線～国道２４号
（和歌山市田中町５丁目付近～和歌山市出島付近）

8

秋月海南線～和歌山橋本線～秋月海南線

（和歌山市秋月付近～和歌山市和田付近）

6
国道２４号
（和歌山市元寺町５丁目～和歌山市元寺町４丁目付近）

区間名

7

5

国道２４号～和歌山打田線
（和歌山市嘉家作丁付近～和歌山市出島付近）

1

11
和歌山貝塚線
（和歌山市楠本付近～和歌山市布施屋付近）

12

9
和歌山海南線
（和歌山市手平三丁目付近～和歌山市三葛付近）

10

泉佐野岩出線～和歌山打田線
（岩出市中迫付近～岩出市船戸付近）

国道４２号
（和歌山市和歌浦東２丁目～和歌山市布引付近）1 和歌山大学入口

2 岡崎交番前
3 西浜
4 水軒口
5 馬橋西
6 谷
7 那賀高校前
8 下井坂

箇所名



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 7

9 粉河
10 笠田駅南
11 千手院前

箇所名

箇所名

御幸辻

東家

市脇

区間名

13
国道３７１号
（橋本市御幸辻付近～橋本市市脇１丁目付近）



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 8

12 黒江北口バス停
13 六堂ノ辻
14 有田大橋北
15 湯浅

箇所名

箇所名
琴の浦
船尾東

藤白
冷水
塩津第一トンネル入口

小南

黒田
長保寺入口
保田橋北詰

保田橋南詰

14

国道４２号
（海南市船尾付近～海南市冷水付近）

15

国道４２号
（海南市下津町塩津付近～海南市下津町上付近）

区間名

16
千田簑島線

（有田市山田原付近～有田市辻堂付近）
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16 小松原南
箇所名



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 10

17 明洋
18 天王池
19 橋谷
20 朝来駅南
21 郵便橋

箇所名

箇所名
田鶴
神島台
神島台南

区間名

17
南紀白浜空港線
（田辺市新庄町付近～田辺市新庄町付近）



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 11

22 勝浦臨海
箇所名

箇所名
新宮大橋南詰
新宮高校前
橋本

18
国道４２号
（新宮市大橋通１丁目付近～新宮市五新付近）

区間名



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

和歌山県道路交通渋滞対策協議会和歌山県道路交通渋滞対策協議会

主要渋滞箇所の解除について

平成３０年度
第１回 和歌山県道路交通渋滞対策協議会資料

資料-３



和歌山県道路交通渋滞対策協議会

（※３）

◇解除候補
・粉河交差点（R24） ・明洋交差点（R42） ・郵便橋交差点（R42） ・勝浦臨海交差点（R42）

主要渋滞箇所解除の考え方

【主要渋滞箇所解除フロー】
◆主要渋滞箇所の特定の解除は、以下のフローに従い検討。
昨年度は当初設定した条件を満たし、かつ全方向でピーク時の速度が20km/h以上を２年連続でクリアした交差点を対象に解除を行った。
今年度は上記の条件は満たさないが、個別の現地状況による渋滞の確認を行い、信号待ち回数が1回以内の車両が多い、または渋滞長
が短く軽微であるかを判断し解除箇所を選定した。

1

（※３） 当初設定した条件を満

たし、全方向でピーク時の速
度が20km/h以上をクリアした
交差点を対象。
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主要渋滞箇所解除候補の位置図

2

粉河

明洋

郵便橋 勝浦臨海
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主要渋滞箇所の解除候補の渋滞状況の確認

◆粉河交差点

3

○旅行速度データ：民間プローブデータおよびETC2.0プローブ情報の集計結果（DRM単位）
（秋季（9～11月）の平休全日の平均値）
・ピーク時： 7～9時台, 16～18時台 ・昼間12h：7～18時台

○信号サイクル長以内の通過割合データ：ETC2.0プローブ情報（H29.9～11）
○渋滞長データ：H29.11.16調査結果

主道路
（国道24号）

主道路
（国道24号）

紀北東道路
(紀北かつらぎIC～紀の川IC)

H26.3 暫定2車線開通

京奈和自動車道
紀の川IC

紀の川東IC かつらぎ西IC

紀北かつらぎIC

粉河24

480 24粉河

粉河

従道路

従道路
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(紀北かつらぎIC
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40
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速
度

（
km

/h
）

ピーク時
昼間12h

20km/h

開通後

最大滞留長：110m
最大渋滞長：50m
※渋滞は10分間が2回のみ（10mと50m）

最大滞留長：130m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：60m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：130m
最大渋滞長：0m

20km/h
以上

20km/h
以上

注）旅行速度、信号サイクル長以内の通過割合は3ヶ月間のサンプルデータ、渋滞長は特定の1日の実測データである。

○主道路の旅行速度は20km/hを超えている。
○一方、従道路では20km/h以下となるが、信号サイクル長以内で通過する車両の割合

は高く、また、渋滞長調査では渋滞長はほとんど観測されていない。（渋滞は短時間
で最大渋滞長は50m）

粉河 流入_ 3

所要時間秒 交差点直近リンク( )[ (145 m)]
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20km/h相当
の所要時間

サンプル数=146台集計対象リンク長：145m

信号サイクル長
140秒
（H29.11.16実査結果）

所要時間（秒）

【信号サイクル長内の
通過車両割合】

98.6％

台
数

粉河 流入_ 1

所要時間 秒 交差点直近リンク( )[ ( 126 m)]
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30

20km/h相当
の所要時間

【信号サイクル長内の
通過車両割合】

98.5％

集計対象リンク長：126m

信号サイクル長
140秒
（H29.11.16実査結果）

所要時間（秒）

サンプル数=204台

台
数
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主要渋滞箇所の解除候補の渋滞状況の確認

◆明洋交差点

4

明洋

明洋

○旅行速度データ：民間プローブデータおよびETC2.0プローブ情報の集計結果（DRM単位）
（秋季（9～11月）の平休全日の平均値）
・ピーク時： 7～9時台, 16～18時台 ・昼間12h：7～18時台

○信号サイクル長以内の通過割合データ：ETC2.0プローブ情報（H29.9～11）
○渋滞長データ： H30.6.5調査結果

主道路
（国道42号）主道路

（国道42号）

従道路
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開通後
(南紀田辺IC

～南紀白浜IC)
ピーク時
昼間12h

ピーク時
昼間12h開通後

ピーク時
昼間12h

ピーク時
昼間12h

明洋
42

最大滞留長：120m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：130m
最大渋滞長：20m 
※渋滞は10分間のみ

最大滞留長：100m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：60m
最大渋滞長：10m
※渋滞は10分間のみ

○主道路の旅行速度は20km/hを超えている。
○一方、 、従道路では20km/h以下となるが、 すべての車両が信号サイクル長以内で通

過しており、また、渋滞長調査では渋滞長はほとんど観測されていない。（渋滞は短時間
で最大渋滞長は20m）

注）旅行速度、信号サイクル長以内の通過割合は3ヶ月間のサンプルデータ、渋滞長は特定の1日の実測データである。
明洋 流入_ 1

所要時間 秒 交差点直近 リンク( )[ 6 (465 m)]
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10 サンプル数=4台集計対象リンク長：465m

20km/h相当
の所要時間

信号サイクル長
150秒
（H27.3.12実査結果）

台
数

【信号サイクル長内の
通過車両割合】

100.0％

所要時間（秒）

明洋 流入_ 3

所要時間 秒 交差点直近リンク( )[ (51 m)]

0 50 100 150 200 250 300 350 400
0

10
20
30
40
50
60
70
80
90

100 サンプル数=122台集計対象リンク長：51m

20km/h相当
の所要時間

信号サイクル長
150秒
（H27.3.12実査結果）

台
数 【信号サイクル長内の

通過車両割合】

100.0％

所要時間（秒）

42 南紀田辺IC

田辺西バイパス
(田辺市稲荷町～田辺市芳養町)

H26.3
暫定2車線開通

H19.11
完成4車線開通

20km/h
以上
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主要渋滞箇所の解除候補の渋滞状況の確認

◆郵便橋交差点

5

郵便橋

郵便橋
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（国道42号）

主道路
（国道42号） ○旅行速度データ：民間プローブデータおよびETC2.0プローブ情報の集計結果（DRM単位）

（秋季（9～11月）の平休全日の平均値）
・ピーク時： 7～9時台, 16～18時台 ・昼間12h：7～18時台

○信号サイクル長以内の通過割合データ：ETC2.0プローブ情報（H29.9～11）
○渋滞長データ： H30.6.5調査結果

従道路

従道路
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以上

開通後
(南紀田辺IC

～南紀白浜IC)

開通後

ピーク時
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南紀田辺IC

上富田IC

南紀白浜IC

紀勢自動車道
(南紀田辺IC～南紀白浜IC)

H27.7 暫定2車線開通

紀勢自動車道
(南紀白浜IC～すさみ南IC)

H27.8 暫定2車線開通

42

42

42

311

E42

郵便橋

最大滞留長：110m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：110m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：40m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：90m
最大渋滞長：0m

開通後
ピーク時
昼間12h

○主道路の旅行速度で、20km/hを超えない方向が存在するが、すべての車両が信号サイ
クル長以内で通過しており、また、調査では渋滞長は0m。

○また、従道路においては、20km/h以上、もしくは、すべての車両が信号サイクル長以内
で通過しており、また、調査では渋滞長は0m。

注1）旅行速度、信号サイクル長以内の通過割合は3ヶ月間のサンプルデータ、渋滞長は特定の1日の実測データである。
注2）信号サイクル長の観測日が紀勢自動車道の開通以前のものであるが、H29秋季(9月～11月)時点までの変更はない。

郵便橋 流入_ 3

所要時間秒 交差点直近リンク( )[ (504 m)]
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サンプル数=3台集計対象リンク長：504m

信号サイクル長
135秒
（H25.10.22実査結果）

台
数

【信号サイクル長内の
通過車両割合】

100.0％

所要時間（秒）

郵便橋 流入_ 2

所要時間 秒 交差点直近 リンク( )[ 3 (202 m)]
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サンプル数=90台集計対象リンク長：203m

信号サイクル長
135秒
（H25.10.22実査結果）

台
数 【信号サイクル長内の

通過車両割合】

100.0％

所要時間（秒）
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主要渋滞箇所の解除候補の渋滞状況の確認

◆勝浦臨海交差点

6

勝浦臨海

勝浦臨海

○旅行速度データ：民間プローブデータおよびETC2.0プローブ情報の集計結果（DRM単位）
（秋季（9～11月）の平休全日の平均値）
・ピーク時： 7～9時台, 16～18時台 ・昼間12h：7～18時台

○信号サイクル長以内の通過割合データ：ETC2.0プローブ情報（H29.9～11）
○渋滞長データ：H28.9.15調査結果

主道路
（国道42号）

主道路
（国道42号）

従道路

従道路

最大滞留長：80m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：60m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：80m
最大渋滞長：0m

最大滞留長：80m
最大渋滞長：0m

勝浦臨海

市屋

那智勝浦IC

E42

那智勝浦新宮道路
(那智勝浦IC～市屋)

H27.9 暫定2車線開通

42
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開通後

ピーク時
昼間12h

開通後

ピーク時
昼間12h

開通後
(那智勝浦IC
～市屋)

ピーク時
昼間12h

20km/h
以上

注）旅行速度、信号サイクル長以内の通過割合は3ヶ月間のサンプルデータ、渋滞長は特定の1日の実測データである。

○主道路の旅行速度で、20km/hを超えない方向が存在するが、ほとんどの車両が信号サ
イクル長以内で通過しており、また、調査では渋滞長は0m。

○また、従道路においては、20km/h以上、もしくは、ほとんどの車両が信号サイクル長以
内で通過しており、また、調査では渋滞長は0m。

勝浦臨海 流入_ 3

所要時間秒 交差点直近リンク( )[ (97 m)]
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の所要時間

サンプル数=152台集計対象リンク長：97m

信号サイクル長
130秒
（H29.10.25実査結果）

台
数 【信号サイクル長内の

通過車両割合】

98.7％

所要時間（秒）

勝浦臨海 流入_ 4

所要時間 秒 交差点直近リンク( )[ (278 m)]
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信号サイクル長
130秒
（H29.10.25実査結果）
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資料-４ 

主要交差点の課題箇所と対策 

平成３０年度  
第１回 和歌山県道路交通渋滞対策協議会資料 



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 

花山西交差点 
東流入部の左折レーン増設 

1 
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  １-１．花山西交差点の状況 

○松島本渡線では、平成25年に一部が2車線で開通。平成27年に秋月～和田間が４車線で開通したため、花山西交差点から（県）秋月
海南線までの連続走行が可能となった。 

【花山西交差点に接続する松島本渡線の開通状況】 

花山西交差点 

H27.8開通 
4車線 

H27.7開通 
4車線 

H25.11開通 
2車線 



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 

交差点交通量調査結果（昼間12時間） 

3 

◆花山西交差点 

  １-１．花山西交差点の状況 

平日：平成29年3月7日（火） 
休日：平成29年5月25日（木） 
 ※7～18時台 

○東流入部（流入3）は全流入部のなかで交通量が最も多く、左折率が平日・休日とも約34％と高い。 

【交通量及び渋滞長調査結果】 

注）交通量は日々変化するが、ここで示した調査結果は、特定の１日に観測された結果である。 

流入4 

流入1 

流入2 

流入3 左折 直進 右折 合計

平日 20 12,657 2,672 15,349

休日 51 10,315 2,377 12,743

左折 直進 右折 合計

平日 50 30 15 95

休日 51 24 20 95

左折 直進 右折 合計

平日 5,953 11,660 24 17,637

休日 5,419 10,631 41 16,091

左折 直進 右折 合計

平日 2,856 22 5,846 8,724

休日 2,725 19 4,858 7,602

全流入方向で交通量が最も多く， 
左折率も34％（平休とも）と高い 
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◆花山西交差点 

  １-１．花山西交差点の状況 

○松島本渡線４車線化（平成27年8月）後に、東流入部（流入3）で旅行速度の低下が生じている。 

【旅行速度】 

流入4 

流入1 

流入2 

流入3 

ピーク時
昼間12h

プローブデータの 集計結果（DRM単位） 
※H22～H28   ：民間プローブデータ 
 H28E～H29E ：ETC2.0プローブ情報 

秋季（9～11月）の    平休全日の平均値 
 ピーク時： 7～9時台, 16～18時台 
 昼間12h：7～18時台 
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速度低下 
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  １-２．花山西交差点の渋滞対策 

◆花山西交差点 
○花山西交差点の東流入部では、今年度事業として、左折車線の増設を実施予定。 

左折車線の増設 

断面図 A-A’ 

※現時点の設計案 

N 
対策前 

至 

和
歌
山
駅 

至 

和
歌
山
Ｉ
Ｃ 

花山西交差点 

左折後の横断歩道の通行者により、左折車両
が滞留し、直進車両の進行を阻害している。 

A 

A’ 

至 

和
歌
山
駅 

対策後 
至 

和
歌
山
Ｉ
Ｃ 

花山西交差点 

左折車線の増設（30m） 

A 

A’ 

花山交差点 

花山交差点 

断面図 A-A’ 

  



和歌山県道路交通渋滞対策協議会 

和歌山南スマートインターチェンジ（和歌山南SIC）と 
アクセス道路の整備 

6 
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  ２-１．和歌山南SICとアクセス道路の整備 

松島本渡線 
（和田～冬野工区） 

南港山東線 
（秋葉町工区） 南港山東線 

（和田～吉礼工区） 

和歌山南SIC 

○今年度事業として、和歌山南SIC開設とそのアクセス道路となる南港山東線、松島本渡線の開通が予定されている。 
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  ２-１．既存インターチェンジの利用圏 

集計データ：ETC2.0プローブ情報 
集計対象：和歌山ICを利用した車両 
       サンプル数：6819トリップ 

和歌山北IC 

和歌山IC 

海南東IC 

E42 

主要渋滞箇所 

24

24

26

42

42

42

松
島
本
渡
線 

花山西 

和歌山南SIC 

南港山東線 
(平成30年度開通予定) 

○宮街道を利用する車両が多く、和歌山南SICの整備によるIC利用の変化による影響が予想される。 

【和歌山IC利用車両の交通流動】  整備前 2017. 11全日 

海南IC 

宮街道を利用 
する車両が多い 

和歌山南SICの利用
が見込まれるエリア 
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   ２-１．既存インターチェンジの利用圏 

9 

紀三井寺 

和歌山北IC 

和歌山IC 

E42 

24

26

42
松
島
本
渡
線 

和歌山南SIC 

南港山東線 
(平成30年度開通予定) 

海南IC 

42

○和歌山市から海南東IC・海南ICの利用も多く，国道42号が主なアクセス道路となっている。 

海南東IC 
北向きハーフIC 国道42号を利用 

する車両が多い 

花山西 

集計データ：ETC2.0プローブ情報 
集計対象：海南東ICを利用した車両 
       サンプル数： 1357トリップ 

集計データ：ETC2.0プローブ情報 
集計対象：海南ICを利用した車両 
       サンプル数： 4727トリップ 

【海南東ICの交通流動】 整備前2017. 11全日 【海南ICの交通流動】 整備前2017. 11全日 

紀三井寺 

和歌山北IC 

和歌山IC 

E42 

24

26

42
松
島
本
渡
線 

和歌山南SIC 

南港山東線 
(平成30年度開通予定) 

海南IC 

42
海南東IC 
北向きハーフIC 

花山西 

国道42号を利用 
する車両が多い 

主要渋滞箇所 

和歌山南SICの利用
が見込まれるエリア 

和歌山南SICの利用
が見込まれるエリア 
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第二阪和国道開通後の交通状況 
（大谷交差点の改良） 

10 
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３-１． 断面交通量の変化 

11 

● は調査箇所 

2 6 

【開通前】（浪速国道事務所調べ） 
平成28年9月27日(火)  7～18時台 
【開通後】（浪速国道事務所、和歌山河川国道事務所調べ） 
平成29年10月3日(火) 7～18時台 

○平成29年4月に第二阪和国道（淡輪ー平井間）が開通後、第二阪和国道の交通量が増加し、 
並行する和歌山阪南線（旧国道26号）の交通量が減少。 

※大谷ランプ（北側） 
 利用交通量を示す 

平井ランプ 

大谷ランプ 

粟ランプ 

大 谷 

大阪府 

和歌山県 

宇 治 

約1割減少 

約2割減少 

約2割増加 

約1割増加 

約1割増加 

約6割増加 

約0.5割減少 

変化なし 

約6割減少 

約3割減少 
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流入4 

流入1 

流入2 

流入3 

交差点交通量調査結果（台/朝夕5時間） 交差点渋滞長調査結果（m） 朝夕5時間 

12 

◆大谷交差点 

  ３-３．大谷交差点の状況 

開通前：平成28年9月27日（火） 
開通後：平成29年10月3日（火） 
  ※ 7～8時台, 16～18時台(朝夕5時間) で比較 

○第二阪和国道・大阪方面（流入2）からの右折交通量が増加し、朝ピーク時に渋滞が生じている。 
○各流入方向から第二阪和国道・大阪方面（流入2）への交通量も増加。 

流入5 

至 紀の国大橋 

至 

和
歌
山
阪
南
線
（ 

旧
国
道
26
号
） 

至 

岩
出
市 

至 大阪府 

【交通量及び渋滞長調査結果】 

至 粟交差点 

※最大渋滞長：１回の青信号で通過出来なかった車列の長さの最大値 
注）交通量や渋滞長は日々変化するが、ここで示した調査結果は、特定の１日に観測された結果である。
また、開通前後で信号現示が変更された場合、渋滞長の観測値が大幅に減少や増加することがある。 

第二阪和 側道

開通前 110 2,834 896 204 4,044

開通後 308 2,683 654 188 3,833

左折 直進
右折

合計

第二阪和 側道

開通前 866 230 173 87 1,356

開通後 889 142 189 344 1,564

左折
直進

右折 合計

第二阪和 側道

開通前 788 116 2,486 840 4,230

開通後 594 112 2,573 951 4,230

左折
直進 右折 合計

粉河加太線 第二阪和 側道

開通前 1,141 125 818 0 3 2,087

開通後 1,048 134 659 5 10 1,856

左折 直進
右折

合計

粉河加太線 第二阪和 側道

開通前 674 351 142 11 4 1,182

開通後 654 407 261 6 7 1,335

左折 直進
右折

合計

第二阪和国道方面が

増加 

第二阪和国道が増加 
（特に右折） 

第二阪和国道方面が 

増加 

直進増加 

観測時間帯

開通前 270 7

開通後 60 17

最大渋滞長

観測時間帯

開通前 0 －

開通後 50 7,8

最大渋滞長

観測時間帯

開通前 50 17,18

開通後 50 8,18

最大渋滞長

観測時間帯

開通前 60 17,18

開通後 20 16

最大渋滞長

観測時間帯

開通前 20 7

開通後 10 17

最大渋滞長

朝に渋滞が発生 

第二阪和国道方面が 

増加 

右折増加 
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◆大谷交差点 

  ３-３．大谷交差点の状況 

○ピーク時・昼間12時間平均とも、全流入方向で旅行速度は20km/hを下回る。 
○第二阪和国道・大阪方面（流入2）では、ピーク時の速度が低下傾向。 

【旅行速度】 

プローブデータの 集計結果（DRM単位） 
※H22～H28   ：民間プローブデータ 
 H28E～H29E ：ETC2.0プローブ情報 

秋季（9～11月）の    平休全日の平均値 
 ピーク時： 7～9時台, 16～18時台 
 昼間12h：7～18時台 

流入4 

流入1 

流入2 

流入3 

流入5 

ピーク時
昼間12h

0
5

10
15
20
25
30
35
40

H22 H25 H26 H27 H28 H28E H29E

速
度

（
km

/h
）

20km/h 

開通 
後 

0
5

10
15
20
25
30
35
40

H22 H25 H26 H27 H28 H28E H29E

速
度

（
km

/h
）

20km/h 

データ 
なし 

開通 
後 

0
5

10
15
20
25
30
35
40

H22 H25 H26 H27 H28 H28E H29E

速
度

（
km

/h
）

20km/h 

開通 
後 

0
5

10
15
20
25
30
35
40

H22 H25 H26 H27 H28 H28E H29E

速
度

（
km

/h
）

20km/h 

開通 
後 

0
5

10
15
20
25
30
35
40

H22 H25 H26 H27 H28 H28E H29E

速
度

（
km

/h
）

20km/h 

開通 
後 

開通後，ピーク時に 
やや速度低下 
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  ３-３．大谷交差点の渋滞対策 

○大谷差点では、第二阪和国道・南行オフランプの右折車線の増設及び、東流入部の左折車線増設と右折車線の延伸を実施予定。 

対策前 

対策後 

（南行オフランプ車線構成） 
右直混用 左折 

（南行オフランプ車線構成） 
右折 直進 左折 

  【増設】 

右折交通が増加し、 
旅行速度が低下傾向 

右折車線の増設 

（東流入部車線構成） 
右折 直進 直左混用 

（東流入部車線構成） 
右折 直進 直進 左折 

          【増設】 

左折車線の増設 
右折車線の延伸 

右折交通・ 
直進交通が増加 

※現時点の設計案 
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観光地における交通状況と対策案
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白浜地区における交通状況

1
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上富田IC

南紀白浜IC

南紀田辺IC
E42

42

311

42

白浜地区における旅行速度①

【繁忙期における旅行速度：2017年ＧＷ 17-18時台】

○秋季にくらべると旅行速度が低下している路線が多い。特に県道33号南紀白浜空港線は5km/h以上の速度低下区間がみられる。

ETC2.0プローブ情報（GW期間（H29/5/3～5/5の3日間）、秋季平日（H29/9月～11月平日））

◆旅行速度 ◆平日との旅行速度差（GW期間－秋季平日）

GW期間の旅行速度（夕方17‐18時台）

2

上富田IC

南紀白浜IC

南紀田辺IC
E42

42

311

42

データなし

～ 10km/h

10 ～ 20km/h

20 ～ 30km/h

30 ～ 40km/h

40km/h ～

旅行速度

データなし

～ -5.0km/h

-5.0 ～ -2.5km/h

-2.5 ～ +2.5km/h

+2.5 ～ +5.0km/h

+5.0km/h ～

旅行速度差
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白浜地区における旅行速度②

【繁忙期における旅行速度：2017年お盆 17-18時台】

○ＧＷと同様の傾向であり、特に県道33号南紀白浜空港線は5km/h以上の速度低下区間がみられる。

◆旅行速度 ◆平日との旅行速度差（お盆期間－秋季平日）

お盆期間の旅行速度（夕方17‐18時台）

3

上富田IC

南紀白浜IC

南紀田辺IC
E42

42

311

42

上富田IC

南紀白浜IC

南紀田辺IC
E42

42

311

42

データなし

～ 10km/h
10 ～ 20km/h
20 ～ 30km/h

30 ～ 40km/h
40km/h ～

旅行速度

データなし
～ -5.0km/h

-5.0 ～ -2.5km/h
-2.5 ～ +2.5km/h
+2.5 ～ +5.0km/h

+5.0km/h ～

旅行速度差

ETC2.0プローブ情報（お盆期間（H29/8/12～8/14の3日間）、秋季平日（H29/9月～11月平日））
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白浜地区における利用経路比較

【繁忙期（ＧＷとお盆）における利用経路分析】

4

主要渋滞箇所
観光地（分析対象）

白良浜及び周辺宿泊施設街付近を走行した車両（338台）の各道路の利用率

ETC2.0プローブ情報（ＧＷ期間（H29/5/3～5/5の3日間）及びお盆期間（H29/8/12～8/14の3日間）の合計）

データなし

～ 1％未満

1％以上 10% 未満

10％以上 20％未満

20％以上 30％未満

30％以上

〇白浜の観光地（白良浜、アドベンチャーワールド、とれとれ市場）の利用経路は南紀白浜空港線の利用割合が高い。
〇白良浜やアドベンチャーワールドでは、フラワーラインの利用が10%以上ある。

アドベンチャーワールド駐車場出入口付近を走行した車両（214台）の各道
路の利用率

とれとれ市場駐車場出入口付近を走行した車両（505台）の各道路の利用率

白良浜 アドベンチャーワールド とれとれ市場

白良浜

上富田IC

南紀白浜IC

南紀田辺IC
E42

明洋

天王池

橋谷

田鶴

神島台

神島台南

朝来駅南

郵便橋

42

311

42

上富田IC

南紀白浜IC

南紀田辺IC
E42

明洋

天王池

橋谷

田鶴

神島台

神島台南

朝来駅南

郵便橋

42

311

42

上富田IC

南紀白浜IC

南紀田辺IC
E42

明洋

天王池

橋谷

田鶴

神島台

神島台南

朝来駅南

郵便橋

42

311

42

アドベンチャー
ワールド

とれとれ市場
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白浜地区における立ち寄り地分析

【繁忙期（GWとお盆）における立ち寄り地分析】

○白良浜及びアドベンチャーワールドを出発した交通は、とれとれ市場周辺（とれとれパーク）に立ち寄るものが多い。
○帰宅時の利用経路が南紀田辺ICに集中する要因と考えられる。

5

図中の黒枠内を着地とした交通を対象に、その後の着地に赤丸をプロット
ETC2.0プローブ情報（ＧＷ期間（H29/5/2～5/7の6日間）及びお盆期間（H29/8/10～8/16の7日間）の合計）

上富田IC

南紀白浜IC

南紀田辺IC
E42

とれとれ市場

立ち寄り箇所
観光地（分析対象）

白良浜

全サンプル数：35
とれとれ滞在数：20

上富田IC

南紀白浜IC

南紀田辺IC
E42

とれとれ市場

アドベンチャー
ワールド

立ち寄り箇所
観光地（分析対象）

全サンプル数：80
とれとれ滞在数：27

白良浜 アドベンチャーワールド
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6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

白浜地区における所要時間比較①

【繁忙期における経路別の所要時間比較：白良浜出発】

○通常期は南紀田辺ＩＣ利用の所要時間が最短である。ＧＷ、お盆ともに午後に南紀白浜ＩＣ利用が最短となる。
○南紀田辺ＩＣ利用と南紀白浜ＩＣ利用の時間差は、ＧＷに最大約7分、お盆には最大約18分である。

6

◆日別所要時間

所
要
時
間
（分
）

経路図

南紀田辺IC 上富田IC 南紀白浜IC

南紀田辺IC

上富田IC

南紀白浜IC

白良浜海水浴場
（出発地）

◆期間平均所要時間

曇り

所
要
時
間
（分
）

秋季平日

所
要
時
間
（分
）

最⼤所要時間差
約7分

南紀田辺IC 上富田IC 南紀白浜IC

ＥＴＣ2.0プローブ情報（ＧＷ期間（H29.5.3～5.5の3日間）、お盆期間（H29.8.12～8.14の3日間）、秋季平日（H29.9月～11月の平日）

GW期間

所
要
時
間
（分
）

午後は南紀白浜IC
ルートが最短

お盆期間

午後は南紀白浜IC
ルートが最短

所
要
時
間
（分
）

花火大会

最⼤所要時間差
約18分

GW期間

お盆期間

ＥＴＣ2.0プローブ情報（ＧＷ期間（H29.4.29～5.7の9日間）、お盆期間（H29.8.10～8.16の7日間）

土・祝 日 月 火 水・祝 木・祝 金・祝 土 日

木 金・祝 土 日 月 火 水
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白浜地区における所要時間比較②

【繁忙期における経路別の所要時間比較：アドベンチャーワールド出発】
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◆期間平均所要時間

所
要
時
間
（分
）

所
要
時
間
（分
）

午前から南紀白浜IC
ルートが最短

◆日別所要時間

所
要
時
間
（分
）

南紀田辺IC 上富田IC 南紀白浜IC
経路図

南紀田辺IC

上富田IC

アドベンチャーワールド
（出発地）

曇り

最⼤所要時間差
約49分

南紀田辺IC 上富田IC 南紀白浜IC
午前から南紀白浜IC

ルートが最短

○通常期は南紀田辺ＩＣ利用と南紀白浜ＩＣ利用での所要時間は同程度。ＧＷ、お盆とも午前中から南紀白浜ＩＣ利用が最短となる。
○南紀田辺ＩＣ利用と南紀白浜ＩＣ利用の時間差は、ＧＷに最大約49分、お盆には最大約23分である。

所
要
時
間
（分
）

花火大会

最⼤所要時間差
約23分

GW期間

お盆期間

ＥＴＣ2.0プローブ情報（ＧＷ期間（H29.5.3～5.5の3日間）、お盆期間（H29.8.12～8.14の3日間）、秋季平日（H29.9月～11月の平日）

ＥＴＣ2.0プローブ情報（ＧＷ期間（H29.4.29～5.7の9日間）、お盆期間（H29.8.10～8.16の7日間）

秋季平日GW期間 お盆期間

土・祝 日 月 火 水・祝 木・祝 金・祝 土 日

木 金・祝 土 日 月 火 水
南紀白浜IC
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白浜地区における所要時間比較③

【繁忙期における経路別の所要時間比較：とれとれ市場出発】
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◆期間平均所要時間

所
要
時
間
（分
）

所
要
時
間
（分
）

経路図◆日別所要時間

所
要
時
間
（分
）

南紀田辺IC 上富田IC 南紀白浜IC

南紀田辺IC

上富田IC

とれとれ市場
（出発地）

曇り

最⼤所要時間差
約4分

夕方に南紀白浜ICと
南紀田辺ICが同程度

南紀田辺IC 上富田IC 南紀白浜IC

ＥＴＣ2.0プローブ情報（ＧＷ期間（H29.5.3～5.5の3日間）、お盆期間（H29.8.12～8.14の3日間）、秋季平日（H29.9月～11月の平日）

ＥＴＣ2.0プローブ情報（ＧＷ期間（H29.4.29～5.7の9日間）、お盆期間（H29.8.10～8.16の7日間）

○通常期は南紀田辺ＩＣ利用の所要時間が最短である。ＧＷ、お盆ともに夕方に南紀白浜IC最短となる場合がある。
○南紀田辺ＩＣ利用と南紀白浜ＩＣ利用の時間差は、ＧＷに最大約4分、お盆には最大約15分である。

所
要
時
間
（分
）

花火大会

最⼤所要時間差
約15分

GW期間

お盆期間

所
要
時
間
（分
）

秋季平日GW期間 お盆期間

土・祝 日 月 火 水・祝 木・祝 金・祝 土 日

木 金・祝 土 日 月 火 水

夕方に南紀白浜ICと
南紀田辺ICが同程度

南紀白浜IC
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県道フラワーラインの整備状況

9

○県道フラワーラインの未開通区間が2018年7月8日に開通し、全線開通となった。
〇南紀白浜ＩＣと白浜温泉街方面を結び、周辺の混雑緩和が期待される。
○全線開通に伴い、南紀白浜ICへのアクセスに要する時間の短縮が期待される。

南紀白浜ＩＣ

アドベンチャーワールド

才野ランプ

2018年7月8日
開通

2015年9月
開通

2015年7月
開通

2015年9月
開通
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白浜地区における対策立案
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〇経路誘導案

●横断幕

●路上看板

〇チラシ・ポスター設置候補案
•とれとれ市場
•アドベンチャーワールド
•白浜エネルギーランド
•白浜宿泊施設
•道の駅くちくまの

●チラシ・ポスター

：横断幕、路上看板設置候補箇所

白良浜付近

アドベンチャーワールド
駐車場出口

空港入口交差点

大浦交差点

白石橋南交差点付近

2018年7月8日開通

白良浜

アドベンチャーワールド

とれとれ市場
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高野山へのアクセス道路の交通状況
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高野山へのアクセスルートに関する分析①

【高野山付近を利用する交通の路線分担】

○高野山に流出入する交通の主要ルートは国道480号である。

12

断面①

断面②

断⾯①もしくは②を通⾏する交通を⺟数としたときの利⽤割合

ETC2.0データ（2017年9～11月の全日）

利⽤率

【国道480号】
78.8%
(=1101/1398)

【国道370号】
19.7%
(=276/1398)

【国道371号】
1.5%
(=21/1398)

高野山
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高野山へのアクセスルートに関する分析②

【国道480号の交通流動】

◯高野山の利用交通の一部が、笠田駅南交差点（主要渋滞箇所）の南流入部（流入３）の混雑に影響を及ぼしていると考えられる。

13

笠田駅南付近拡大図

国道480号を⾼野⼭から市街地向きに利⽤する交通901台のう
ち、252台（28%）が笠⽥駅南交差点の南流⼊部を利⽤

利⽤率

笠田駅南交差点

ETC2.0データ（2017年9～11月の全日）

高野山
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高野山へのアクセスルートに関する分析③

【笠田駅南交差点の南流入部の所要時間】

◯笠田駅南交差点における南流入部の所要時間は休日の夕方に大きくなる。
〇高野山の観光入込客数が最も多い１１月は（H28和歌山県観光動態調査）特に、高野山関連
の交通が笠田駅南交差点の混雑に影響を与えていると推測される。
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左折：30台
直進：4台
右折：62台

左折：45台
直進：3台
右折：77台

笠田駅南

休⽇の14〜18時台において、
所要時間が⼤きくなる。

2017年11月平日

ETC2.0データ（2017年11月平休別）

2017年11月休日
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高野山へのアクセスルートに関する分析④

【国道480号（高野山付近）と紀ノ川を通過する交通の経路】

○高野山から京奈和自動車道を利用する交通は、紀北かつらぎＩＣ利用が多い。
〇これは、国道24号とかつらぎ西ＩＣを結ぶ県道（125号那賀かつらぎ線）に狭小区間があること、京奈和自動車道への案内が紀北かつ
らぎＩＣ方面を示しているためである。

15

断面①

断面②

ETC2.0データ（2017年9～11月の全日）

断面②

笠田駅南交差点

かつらぎ西ＩＣ

紀北かつらぎＩＣ

利⽤率

⾼野⼭から京奈和⾃動⾞道にかけて
断⾯①②を順に通る交通は626台。
うち178台が紀北かつらぎIC利⽤
70台がかつらぎ⻄IC利⽤である。

かつらぎ⻄ICへのアクセス
経路である那賀かつらぎ線
に狭⼩区間がある

高野山
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高野山へのアクセスルートに関する分析⑤

【国道480号からICへの案内看板による誘導】

○高野山から国道480号を利用し京奈和自動車道にアクセスする際、設置されている案内看板の多くは紀北かつらぎICへ誘導。
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撮影日;H30.5.31

かつらぎ西IC

紀北かつらぎIC

笠田駅南

笠田東

佐野東

笠田小南

R24×R480
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高野山へのアクセスルートに関する分析⑥

【国道480号（高野山付近）と紀北かつらぎＩＣを利用する交通の経路】

○高野山から紀北かつらぎＩＣを利用して和歌山市方面へ向かう交通が、現在事業中の県道125号那賀かつらぎ線を介して、かつらぎ西
ＩＣを利用することにより、笠田駅南交差点の南流入部（流入３）の負荷軽減が期待される。
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断面①

断面②

断面③

⾼野⼭から京奈和⾃動⾞道にかけて、断⾯①②③を順に通る交
通178台のうち、94台（50%以上）が和歌⼭市⽅⾯への交通

断面②

断面③

笠田駅南交差点

かつらぎ西ＩＣ

ETC2.0データ（2017年9～11月の全日）

利⽤率

紀北かつらぎＩＣ

オレンジのルートから⻘のル
ートへの転換が期待される

高野山


